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ふくしまの新ブランド
福島牛「福粕花」のおいしさに関する研究

　令和６年12月９日、福島牛に新たなブランドが誕生し
ました。その名は、福島牛「福粕花（ふくはっか）」。酒ど
ころ・ふくしまの酒粕を食べて育った福島牛、その特徴で
ある華やかで上品な風味を連想していただけるよう、酒粕
を花に例えて名付けられました（図１）。
　福島県は、新酒の出来栄えを競い合う「全国新酒鑑評会」
において、史上初の金賞受賞蔵数９回連続日本一に輝いた
全国有数の日本酒の産地です。そこで、県では日本酒の副
産物である「酒粕」に着目し、令和３年度から地域未利用
資源を活用した新たなブランド牛の開発を進めてきました。
　まず、酒粕の飼料化について、JA全農福島県本部等の
ご協力により検討した結果、酒粕を乾燥・粉砕することで、
保存性と扱いやすさが向上したことから、パウダー状の酒
粕を飼料として給与することとしました（図２）。
　次に、酒粕の給与方法の検討にあたっては、県内和牛肥
育農家の方々にご協力いただき、出荷前の一定期間に県内
産酒粕（100g ／日／頭）を給与する肥育牛と、酒粕を給与
しない肥育牛（以下、無給牛）について、飼養管理を行っ
ていただきました。
　そして、畜産研究所では福島大学らと協力し、肥育牛へ
の酒粕給与が牛肉にどのような影響を与えるのか、正に、
福島牛「福粕花」のおいしさの裏付けとなる研究を進めて
きました。
　畜産研究所が実施した牛肉の嗜好性（好ましさ）を評価
する嗜好型官能評価では、消費者を代表する50人のパネ

リストに酒粕を90日間給与した牛と無給牛を食べ比べて
いただきました。その結果、酒粕を90日間給与した牛は、
無給牛と比較して、「やわらかい」「ジューシー」「脂の甘
味が強い」「全体として好ましい」などの項目が特に高く
評価されました（図３）。さらに、給与日数による違いを
調査した嗜好型官能評価において、酒粕を90日間給与し
た牛は、酒粕を60日間給与した牛と比較して、「やわらか
い」「ジューシー」「脂の甘味が強い」が高く評価される傾
向にありました。
　また、福島大学の分析においても、酒粕を給与した牛肉
では、和牛の香りに関する物質として注目されている「ラ
クトン類」が高いことなどがわかりました。
　その他の分析においても、福島牛「福粕花」のおいしさ
を裏付けるデータが数多く得られています。
　今後、福島牛「福粕花」には、福島牛の評価を更に高め、
福島牛のブランド化をけん引する役割を期待しています。

図１ 福粕花のロゴ 図３ 嗜好型官能評価結果（酒粕90日給与牛と無給牛の比較）

図２ 酒粕パウダー

■酒粕90日給与牛　　　　　　
（ｎ＝50人）□無給牛

二項検定　＊（p＜ 0.05）＊＊（p＜ 0.01）

福島県農業総合センター畜産研究所
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　令和７年２月11日（祝）、コラッセふくしま（福島市）
において『ふくしま和牛シンポジウム』が開催されました。
　和牛生産をめぐる厳しい情勢を踏まえ、福島牛の生産性
向上と高品質化によるブランド力強化を図るため、福島県
農業総合センター畜産研究所が研究代表を務めている「福
島和牛総合評価技術開発グループ」の主催により、「ふく
しまから新技術を発信！福島牛の肉質を評価し、おいしさ
の要因を探る」と題して、福島発の新技術とおいしい「福
島牛」に関する情報を全国に向けて発信するシンポジウム
として、準備されたものです。
　祝日の開催にもかかわらず、会場には県内外から肉用牛
生産振興に関わる技術者の方々をはじめ、畜産を専攻する
大学生、農業短大生のほか、和牛肉のおいしい話に興味を
示した一般の方も訪れ、満員御礼の催しとなりました。
　また、シンポジウムに併せて、「福島和牛総合評価技術
開発グループ」が研究開発してきた成果や福島の新しいブ
ランド牛肉「福粕花（ふくはっか）」のおいしさ等につい
てのパネル展示も行われ、来場者は研究担当者に質問をす
るなど、活発な意見交換も行われていました。

＜午前の部＞では、福島県畜産研究所の小松一樹研究員と
福島大学食農学類教授の石川尚人先生から、福島のおいし
いお酒の酒粕を食べた福島牛「福粕花（ふくはっか）」の
おいしさについて科学的な視点からわかりやすい解説があ
り、成分分析や官能試験の結果、脂の甘味、そして和牛の
香り「ラクトン」がより際立つおいしい牛肉であることが
わかりました。（詳細は、福島県畜産研究所の本紙記事Ｐ.１
参照）

　お昼の休憩時間には、コラッセふくしまの観光物産館に
おいて「福粕花」を用いた４種類のお弁当販売が行われ、
シンポジウム参加者もそれぞれに好みのお弁当を買い求め
て舌鼓を打っていました。また、観光物産館内ふくしまラ

ウンジのキッチンにおいては、なでしこジャパン、ラグビー
日本代表の専属シェフを務めた西　芳照氏による西シェフ
×福島牛「福粕花のステーキ丼」が販売され、焼きたての
福粕花サーロインステーキを載せた豪華なランチメニュー
は持ち帰りお弁当と併せて130食提供され、大変好評でし
た。税込み2,160円の少々リッチな価格設定でしたが、購入
された方々はとても満足された様子で、おいしすぎて思わ
ず２つ食べてしまった方もいらっしゃったとのことでした。

＜午後の部＞に入り、福島県と帯広畜産大学、帯広畜産大
学ベンチャー企業MIJlaboが開発した特許技術「AIを活用
した和牛の肉質推定技術」について、MIJ代表取締役の鹿
野　淳氏、研究開発最高技術責任者の小峰央志氏、帯広畜
産大学大学院生の宮田あゆさんから基調講演があり、開発
の経緯とその推定精度や今後どのような活用の仕方が想定
されるか等、たくさんの情報提供がありました。

　全国的にも注目を集める最新技術であることから、シン
ポジウム参加者の中には佐賀県、群馬県、栃木県など他県
から来ている方も多数で、質疑応答ではフィールドで活用
する際に用いる機器類の設定条件や精度を落とすことに繋
がる禁忌事項等についての質問もあり、この技術への関心
の高さと早くも導入へ前向きな試験研究機関が数県あるこ
とが窺えました。
　次に、福島県畜産振興協会からは、「今、求められる福
島牛とは」と題して将来の和牛生産振興に向けた提案を行
いました。
　「福島牛」がおいしい牛肉であることを消費者へわかり
やすく説明できるよう、その理由を数値化して広く情報発
信することが肝要であること、また、和牛肉のおいしさを
脂肪交雑（霜降り・サシ）の量だけでアピールするのでは
なく、脂の質やサシのきめ細かさなど、食べる人がおいし
さを実感できるわかりやすい情報の提供を積極的に行うよ

『ふくしま和牛シンポジウム』
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う提案するとともに、おいしい和牛肉生産へ向けて、県は
新たな改良目標の設定し、次世代を担う県有種雄牛の改良
を進めて欲しい、そして生産者・団体も一体となって推進
すべきだと強く意見を述べました。
　残念ながら、福島県は牛肉消費量が全国でも最下位のグ
ループに長年甘んじています。「福粕花」が登場した今こ
そが潮目で、福島県民が福島県産のおいしい牛肉に注目す
る絶好の機会です。このチャンスを逃さず、おいしい福島
牛を県民に広く知ってもらい、まだまだ未開の大きなマー
ケットを開拓することによって、福島牛の生産・消費が波
に乗り、和牛生産振興に拍車をかけていくことができれば、
生産農家の皆さんをもっと応援できるだろうと提案したと
ころです。

　３人目の発表では、帯広畜産大学教授の口田圭吾先生か
ら「新細かさ指数と官能評価の関係」についてと題し、脂
肪交雑（霜降り）の形状が食味にどのように影響するか
という視点から様々な知見を研究の成果と合わせてレク
チャーしていただきました。
　官能試験の結果、脂肪交雑の多い牛肉がジューシーだと
評価され、脂肪の量が多いものほど小ザシ（小さな霜降り
形状）が好まれるとのことで、どれだけサシが細かいかを
表す指数として「新細かさ指数」が紹介されました。この
指数は、和牛枝肉の第６、７肋骨間断面のロース芯の画像
解析によりロース芯内の脂肪交雑一つひとつの周囲長の総
和を算出し、その値をロース芯面積の√（平方根）で割っ
たものです。（新細かさ指数＝脂肪交雑総周囲長÷√ロー
ス芯面積）
　「新細かさ指数」は、口田教授らの研究グループが提唱
する牛肉の美味しさを評価する新しい指標となり得る値
で、茨城県ではこの新細かさ指数を茨城県産ブランド和牛
肉「常陸牛　煌（きらめき）」の選定基準に取り入れてお
り、他県産のブランド牛肉との差別化を図っているとの情
報提供がありました。和牛は肥育技術の向上と近年急激に
改良が進んだことにより、脂肪交雑の度合いが高くなった
ことに加え、赤身肉の需要増など消費者ニーズが多様化し、
脂肪交雑の多さだけでは差別化を図ることが難しい時代に
なって来ています。そこで茨城県では脂肪の風味や口どけ
の良さに関する「オレイン酸の含量」や口当たりの良さに
関する「小ザシ（細かい霜降り）」などに基づいた基準を
作り、自県産の和牛肉のトップブランドを立ち上げること
で、国内外へ更なる販路拡大を図っているとのことでした。
福島県も遅れを取ることなく、全県挙げて、福島牛のブラ

ンド力強化に取り組んでいく必要があると強く感じたとこ
ろです。

　シンポジウム発表の最後は、独立行政法人家畜改良セン
ター改良技術課の松本和典課長より、「黒毛和牛のおいし
さ　～福島牛をもっと元気に～」と題し、和牛肉のおいし
さを様々なデータの検証によりわかりやすくレクチャーし
ていただきました。
　この10数年で脂肪交雑の改良は一気に進み、現状すでに
BMSNo.12評価の牛肉はその脂肪含有量が本来の基準とな
る量を超えていることから、肉質の評価においては新たな
改良形質を設定し、脂肪交雑とのバランスを取っていく必
要があるのではないかとの提案がありました。脂肪の質を
評価する一つの指標として定着しているオレイン酸含有量
や脂肪酸以外の呈味成分としてグルタミン酸やイノシン酸
に注目した美味しさの評価等、様々な試みが進められてお
り、消費者が知りたい「おいしい理由」を科学的かつ分か
りやすく説明できる準備が整ってきたと理解できました。

　総合討論の中では、ふくしまのおいしい牛肉をいかに消
費者も巻き込んで盛り上げていくか、その手段として、食
べておいしい牛肉の脂肪含有量はどの程度が適度なのか十
分に議論し、脂肪の質の改良と併せて新たな指標「新細か
さ指数」による口当たりの良さに関する評価も取り入れな
がら、消費者が納得できるおいしい牛肉の生産ができれば、
消費の拡大は大いに期待できるとのまとめとなりました。
　畜産振興協会としては、福島県の技術者がＡＩ肉質診断
等の福島発の新技術を自分たちのものとし、農家の皆さん
とうまい福島牛をどうやって作っていくか一緒に考える機
会を増やすとともに、官民一体となって福島県を背負って
立つ「おいしさの能力」の高い種雄牛を造成しながら、も
う一度、福島の和牛生産を盛り上げていきたいと意見を述
べたところです。
　福島県産のおいしい牛肉「福島牛」「福粕花」が県民の
食卓を豊かにし、おいしい話題が福島の和牛生産を再び活
性化していくような好循環が生まれることを期待して、シ
ンポジウムは閉会となりました。
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福島県家畜人工授精師協会

　２月20日、全薬工業株式会社で「令和６年度家畜人工授

精業務に係る法令研修会」が開催され、県内の家畜人工授

精師をはじめとした畜産に関わる人達が参加しました。

　今回、一般社団法人日本家畜人工授精師協会 常務理事 

濱野晴三(はまの せいぞう)氏を講師に、「和牛遺伝資源流出

防止について　実態調査から見えてきたこと」という題で、

資料とスライドによる講演がありました。昨年末に行った

実態調査の結果から、人工授精所開設者の現状とこれから

の課題等について解説いただき、大変有意義な研修会とな

りました。

令和６年度家畜人工授精業務に係る法令研修会開催について

法令研修会の様子

福島県酪女性部　やまびこ会　主催

令和６年度ひまわりコンクール優秀作品決定!!

味戸巴子さん - 県中
最優秀賞

佐藤恵美さん - 県中
ひまわり賞

ひまわ
りコンクールの部
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　福島県酪女性部やまびこ会（会長　斎藤 麻貴子）では、

畜舎環境美化運動を実施しており、成果を披露するひまわ

りコンクールを開催しております。

　去る１月30日（木）福島県酪農業協同組合において、令

和６年度のひまわりコンクール審査会が行われました。昨

年度に引き続き、畜舎周辺の美化を目指し、牛舎まわりが

写っていることを条件とした「ひまわりコンクールの部」

と乳牛のいる風景や酪農作業風景が鮮明に伝わる「酪農生

活の部」の２部門での開催となりました。

　猛暑やら秋の無い長い長い夏で、人にも牛にも花にも厳

しい条件の中、皆様の丹精込めて育てた努力の成果がうか

がえました。引き続き畜舎環境美化運動をよろしくお願い

いたします。

　審査の結果、『ひまわりコンクールの部』最優秀賞に味

戸巴子さん、ひまわり賞に佐藤恵美さん、『酪農生活の部』

に山田克枝さんの作品が選ばれました！

　ご応募頂きました皆様、ありがとうございました。

山田克枝さん - 県南
「お参りに来ました。」

　酪農の生活部

最優秀賞
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福島県農業総合センター農業短期大学校

　令和７年１月15 ～ 16日に青森県東北町「青森原燃テク

ノロジーセンター」において、「令和６年度東日本農業大学

校等プロジェクト発表会・意見発表会」が開催されました。

　本発表会は、次代の地域農業・農村の発展を担う東北・

北海道地域の農大生が一堂に会し、日頃の研究成果や農業

への想いを発表するもので、毎年開催されています。

　本校からは、プロジェクト発表の部では、水田経営学科

２年の大関仁之さん、畜産経営学科２年の三浦さくらさん、

安齋彩夏さんが代表として発表しました。

　また、意見発表の部では、畜産経営学科１年の門馬聖弥

さん、果樹経営学科１年の伊藤孝誠さんが代表として発表

しました。

　南相馬市の肥育農家の後継者である畜産経営学科の門馬

さんは、「ドローン放牧を実践し地域を守る」と題して、自

宅の肉用牛経営を手伝うなかで、飼料価格の高騰や耕作放

棄地の増加、担い手不足を課題として捉え、これを解消す

るために、ドローンを活用した放牧に取り組みたいと発表

しました。さらに、地域を盛り上げていくためSNSを使っ

た情報発信や震災からの復興と記憶の継承にも取り組んで

いきたいと発表しました。

　審査結果については、皆、惜しくも受賞は逃しましたが、

これまでの取り組みや発表に向けた準備は大きな経験に

なったと思います。

令和６年度東日本農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会

学　科　名 氏　　名 テ　ー　マ

水田経営学科 大関　仁之 カンショ新品種「あまはづき」の品種特性及び低温貯蔵技術の活用

畜産経営学科 三浦さくら 牧草収穫跡地における飼料用トウモロコシの不耕起栽培

畜産経営学科 安齋　彩夏 細霧装置使用による暑熱対策の効果

学　科　名 氏　　名 テ　ー　マ

畜産経営学科 門馬　聖弥 ドローン放牧を実践し地域を守る

果樹経営学科 伊藤　孝誠 農業をもっと身近な存在に

プロジェクト発表の部

意見発表の部
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畜　　産　　福　　島

※生産者負担金の猶予対象牛(コロナ対策)については支払い交付単価の3/4の支払となります。
※R4. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に100分の90を乗じた額から7,000円を控除

した額となります。

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況

　　　販売月 肉専用種
（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和６年10月

確定単価 103,277.7 3,477.6 42,574.5

概算払い単価 96,277.7 0.0 35,574.5

精算払い単価 7,000.0 3,477.6 7,000.0

令和６年11月

確定単価 3,928.5 0.0 39,900.6

概算払い単価 0.0 0.0 32,900.6

精算払い単価 3,928.5 0.0 7,000.0

令和６年12月 確定単価 0.0 0.0 40,308.3

令和７年１月

暫定単価 49,897.8 0.0 53,238.6

概算払い単価 42,897.8 0.0 46,238.6

精算払い単価 7,000.0 0.0 7,000.0

（単位：円／頭）

福島県養蜂協会

　２月13日（木）に福島市の摺上亭大鳥にて第80回定期総

会が開催されました。

　議事に先立ち、昨年８月に開催された第37回福島県は

ちみつ品評会の表彰が行われ、農林水産大臣賞を受賞した

白河市の池澤洋一氏をはじめ各賞の代表に賞状が授与され

ました。

　議題については、出席した会員により令和６年度の事業

報告及び令和７年度の事業計画など原案通り承認され、総

会は閉会しました。

福島県養蜂協会　第80回定期総会開催

第80回定期総会 農林水産大臣賞を受賞した池澤洋一氏
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畜　　産　　福　　島令和７年３月

家　畜　取　引　状　況　報　告
令和７年１〜２月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和７年１〜２月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和７年１〜２月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

１

雌 322 859,100 162,800 490,391 292 1,678 292 191 130

雄

去勢 368 1,098,900 152,900 640,719 319 2,009 288 194 173

計 690 1,098,900 152,900 570,580 306 1,862 290 385 303

２

雌 286 893,200 275,000 521,283 295 1,770 291 156 127

雄

去勢 355 1,002,100 209,000 678,992 323 2,105 286 169 185

計 641 1,002,100 209,000 608,927 310 1,964 288 325 312

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

１

乳 登

妊 娠 牛

E T 和 雌 5 304,700 192,500 268,620 2,569 105

E T 和 雄 5 388,300 225,500 332,420 3,365 99

乳 雌 牛 1 1,100 1,100 1,100 15 72

乳 雄 牛 20 24,200 1,100 8,685 99 87

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 37 143,000 22,000 97,425 1,320 74

F1 雄（スモール） 41 161,700 1,100 126,339 1,489 85

計 ・ 平 均 109 388,300 1,100 110,703 1,334 83

２

乳 登

妊 娠 牛

E T 和 雌 2 332,200 306,900 319,550 3,072 104

E T 和 雄 7 568,700 301,400 442,828 4,090 108

乳 雌 牛

乳 雄 牛 16 38,500 1,100 20,272 245 83

乳 去 勢 子

F1 雌（育成）

F1 去（育成）

F1 雌（スモール） 32 195,800 61,600 143,928 2,026 71

F1 雄（スモール） 31 232,100 92,400 190,123 2,418 79

計 ・ 平 均 88 568,700 1,100 168,863 2,125 79

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

１月
第351回

ホ ル 雄 47 66,000 1,100 31,135
ホ ル 去 勢
ホ ル フ リ ー 1 1,100 1,100 1,100
F 1 　 　 　 　 雌 58 143,000 22,000 98,672
F 1 　 　 　 　 雄 75 183,700 33,000 129,815
和 牛 雌 13 396,000 284,900 335,077
和 牛 雄 34 526,900 118,800 418,259
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 228 526,900 1,100 156,507

２月
第352回

ホ ル 雄 45 68,200 1,100 40,064
ホ ル フ リ ー 2 16,500 1,100 8,800
F 1 　 　 　 　 雌 64 189,200 79,200 161,408
F 1 　 　 　 　 雄 59 226,600 44,000 193,227
和 牛 雌 17 438,900 96,800 346,694
和 牛 雄 31 608,300 299,200 422,897
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 218 608,300 1,100 195,205


